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『勇気をくれよ』から祖父に学ぶ
広島県・東広島市立磯松中学校・３年
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　私はこの夏、祖父から手渡された一冊の本を読みました。非行を繰り返した少年の話でした。
　その少年は小学生のころから喧嘩ばかりしていました。彼が十八歳になるころには傷害事件で四、五回捕まり、そのうえ他人が盗んで隠していたジョニーウォーカーという高級ウイスキーを軽トラック一台分、仲間と盗み特別少年院に送致されました。このことが決まった時彼の父親は裁判官にむかって言いました。
　「私は、息子の教育を失敗しました。私に代わって、この子を鍛えてやってください。」
　彼はこれを聞いて、子供を私物化し、自己満足の教育をしたあげく最後には無責任なことを言う父親にあきれたそうです。私はこの言葉を聞いて、もし自分の親がこのようなことを言っていたら彼と同じように感じると思いました。
　彼は特別少年院に送致されてもトラブルばかりでした。なぜなら、弱い者いじめをする人たちがいたからです。弱い者いじめというのはどこにでもあります。悪いことをしてきた彼ですが、弱い者いじめをする人を決して許さないという信念をもっていたのだそうです。だから彼は当分特別少年院から出ることができませんでした。しかし、彼の事をよく思う少年達もいました。彼に助けられたからです。彼はここで生活をしていく中で自分を知らなければ何も始まらないと思い、たっぷりとある時間を使い、自分のことを知ろうとしました。
　一年十ヵ月と十日の時を経て彼は特別少年院での生活に終止符を打ちました。
その後、彼は特別少年院での生活で考えたことを生かして仏庭師になりました。彼がその道に進んだきっかけは、特別少年院での一人の先生との出会いです。その先生は、彼の少年院生活をそばで見守り、唯一彼を信じてくれました。先生は彼によく石の話をしてくれ、そこから石の勉強をするようになりました。そこにたどりつくまでにたくさんの苦難がありました。父親に認めてもらえなかったり、少年院出ということで冷たい目で見られたりしました。しかし彼は目標に向かってまい進するのみと常に自分と向き合い道を開いていきました。
　彼というのは今年で七十四歳になる私の祖父です。祖父は自分と同じような少年少女のために何かできることはないかと本を書きました。その本は私がこの夏読んだ『勇気をくれよ』という本です。この本は全国少年少女院や海外の少年少女院にまで届けられています。そして、子供達により想いが届くように少年少女院に足を運ぶこともあります。そんな祖父は常に相手の立場に立ち、喜びに感じる言葉は何かを考えて話をしているそうです。この本を通して祖父は私に人生は自分のものであり、時間をどう使うかで人生は変わっていくということ、我欲ではなく相手を思いやる心が大切だということに気付いてほしかったのだと思います。
　私はこのことを知って、犯罪や非行をした人だけではなく全ての人が自分自身と向き合い、人を思いやり、どの命も平等であり大切であると考えれば犯罪・非行のない地域社会づくりができると思います。そして犯罪や非行をした人が立ち直るにはいろいろな人の力を借りながら全てのことに意味があると理解し、前を向いて進んでいくことが大切なのではないでしょうか。より明るい未来・より明るい社会を創るためにまず私は身近な家族、友人、地域の方々に日頃から感謝し、思いやりをもって接していこうと思います。そして自分自身と常に向き合い、目標に向かって一歩ずつ一歩ずつ歩いていきたいです。祖父がたくさんの子供達に勇気を届けたように次は私が誰かのために行動できるような人間になっていきたいです。
　自分の過去をさらけ出し、非行に走った人達の立ち直りに活動する祖父を、私はほこりに思っています。
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